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【事業所概要（事業所記入）】

事業所番号

法 人 名

事業所名 ユニット名

〒３１９－２１０３

 茨城県那珂市中里１１８４－１

自己評価作成日 平成２７年１月３日
評価結果

市町村受理日

※　事業所の基本情報は、介護サービス情報の公表制度のホームページで閲覧してください。

基本情報
リンク先URL

【評価機関概要（評価機関記入）】

評価機関名

所 在 地

訪問調査日 平成２７年２月１３日
評価機関
決 済 日

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

認知症対応型共同生活介護　ゆたかな郷

０８９２６０００１６

社会福祉法人　豊潤会

自己評価及び外部評価結果

作成日　　平成２７年７月３０日

　開設者の「こころ豊かに、笑顔あふれる生活を大切にします」という理念は事業所の理念でもあ
り、職員はこれを基に日々実践につなげている。
　事業所はくもん学習療法の「読み書き学習」や「計算学習」を取り入れ、認知症の進行を遅らせ
る取り組みをしたり、様々な災害を想定して避難訓練を毎月実施しているほか、毎週協力歯科医の
医師による訪問歯科診療があり、口腔ケアにも配慮している。
　毎食前に温かいおしぼりを配ることで、衛生面はもとより食事の時間だとわかるよう工夫してい
る。
　利用者の希望を最優先にした年間外出予定表を作成し、季節に応じてさまざまな場所に外出して
いる。

所 在 地

〒310－8586
水戸市千波町１９１８番地　　茨城県総合福祉会館内

http://www.kaigokensaku.jp/08/index.php?action_kouhyou_detail_2012_021_kihon
=true&JigyosyoCd=0892600016-00&PrefCd=08&VersionCd=021

社会福祉法人茨城県社会福祉協議会

平成２７年８月４日

・通いサービスの利用時間を7：00～19：00にしたことで、家族の通勤前後の利用が可能です。
　（希望で朝食・夕食の提供をしています。）
・配食サービスを実施しており、通いサービスの帰りに配食を持ち帰り夕食の提供をしています。
　また、利用を休んだ方にも希望時には自宅へ配食を届けています。
・平成２２年９月～くもん学習療法を取り入れて４年が経ちますが、「読み書き」や「計算」を用
いた学習を行う事で、認知症の予防や改善につながるよう継続的に支援しています。
・平成２４年１０月下旬～フットケアを取り入れています。入浴拒否がある方への清潔維持・リ
ラックス効果や、むくみのある方の改善・予防につながるよう実施しています。
・月１回のフラワーアレンジメント教室や趣味の園芸など、お花や野菜など自然とふれあう機会
　を多く持てるよう支援しています。

平成２７年７月２９日

http://www.kaigokensaku.jp/08/index.php?action_kouhyou_detail_2012_021_kihon=true&JigyosyoCd=0892600016-00&PrefCd=08&VersionCd=021
http://www.kaigokensaku.jp/08/index.php?action_kouhyou_detail_2012_021_kihon=true&JigyosyoCd=0892600016-00&PrefCd=08&VersionCd=021


☆この評価は、受審事業所が自主的なサービス改善を行う努力を支援するための評価であり、調査当日の事業所の状況や提出された書類に基づいて評価したものです。

2 社会福祉法人茨城県社会福祉協議会

自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

Ⅰ　理念に基づく運営

○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏
まえた事業所理念をつくり、管理
者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら
暮らし続けられるよう、事業所自
体が地域の一員として日常的に交
流している

○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上
げている認知症の人の理解や支援
の方法を、地域の人々に向けて活
かしている

○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者や
サービスの実際、評価への取り組
み状況等について報告や話し合い
を行い、そこでの意見をサービス
向上に活かしている

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

2か月に1回、運営推進会議を開催し、利
用者やその家族、地域や関連機関の方々
をメンバーに招き、事業所での取り組
み・利用状況等を報告したり議題を問い
かけたりしてます。

1 1

2 2

3

4 3

地域の清掃活動日に自主的に参加し、近
隣のゴミ拾い活動を毎月行いながら近所
の方と挨拶を交わしています。また、地
域の方に事業所での納涼祭に参加してい
ただけるよう声をかけたり、団地のお祭
り等への招待や、夏には神輿が施設に
寄ってくれるなど、行事ごとの交流もあ
ります。

運営推進会議に参加していただいている
地域の方々に、くもん学習療法（Ｈ22.9
～）での取り組みや経過を報告し、認知
症ケアの方法の一つとしてつたえている
が、現在は特定の方のみである。

管理者と職員が考案した「暮らし・健
康・自立支援・介護計画・家族・地域・
専門職」の７つの項目に沿った理念を施
設に掲示するとともに、毎朝の朝礼時に
読み上げる事で共有しながら実践につな
げている。

外　部　評　価

　開設時に地域密着型サービスの意義を踏ま
えた事業所独自の理念を管理者と職員で作成
し、事務室や廊下など職員がいつでも見られ
る所に掲示するとともに、毎朝の引継時に唱
和して共有し、利用者が地域の中で生活して
行けるよう実践につなげている。

　職員は毎月地域の清掃活動に参加し、地域住民と
交流している。
　利用者は同一法人の保育園の運動会に招待された
り、事業所のクリスマス会に園児を招待するなど、
双方向で交流している。
　事業所の納涼祭では、近隣住民よりステージ用ト
ラックの提供があったり、地元の祭囃子の参加を得
たりしているほか、地域の夏祭りでは神楽が来訪す
るなど、地域住民と良好な関係を築いている。
　小学生の体験学習や中学生の手品等のボランティ
ア、毎月の傾聴ボランティアを受け入れている。

　運営推進会議は併設する小規模多機能型居宅介護
事業所と合同で利用者や家族等、市職員、地域包括
支援センター職員、民生委員、地域代表者、施設
長、職員等で２ヶ月に１回開催している。
　会議では利用者の状況や運営状況、今後の予定な
どを報告するとともに、出席者から運営についての
意見や要望が出され、出た意見等を全職員で検討し
てサービスの質の向上に活かしている。
　委員からくもん学習療法についての質問があり、
利用者の参加人数や時間、成果などについて説明し
ている。
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3 社会福祉法人茨城県社会福祉協議会

自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

外　部　評　価

○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を
密に取り、事業所の実情やケア
サービスの取組みを積極的に伝え
ながら、協力関係を築くように取
り組んでいる

○身体拘束をしないケアの実践

　代表者及び全ての職員が「指定
地域密着型サービス指定基準及び
指定地域密着型介護予防サービス
指定基準における禁止の対象とな
る具体的な行為」を正しく理解し
ており、玄関の施錠を含めて身体
拘束をしないケアに取り組んでい
る

○虐待の防止の徹底

　管理者や職員は、高齢者虐待防
止法等について学ぶ機会を持ち、
利用者の自宅や事業所内での虐待
が見過ごされることがないよう注
意を払い、防止に努めている

○権利擁護に関する制度の理解と
活用

　管理者や職員は、日常生活自立
支援事業や成年後見制度について
学ぶ機会を持ち、個々の必要性を
関係者と話し合い、それらを活用
できるよう支援している

市担当者が運営推進会議のメンバーに
入っており、2か月に1度利用状況や取り
組みについて伝えながら相談・協力を得
ています。

事務所にマニュアルを置いて全職員が学
べるようにしていると同時に、必要時に
利用者の所在を確認するチェックリスト
を作成し、職員の目で確認・見守りを行
い、防犯の意味以外での施錠は行ってい
ない。

機会があれば職員を研修に参加させてい
ます。

茨城県社会福祉士会が主催する地域権利
擁護事業や成年後見制度についての勉強
に参加しています。又、資料として頂い
たＤＶＤを参考に必要時に活用していま
す。
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　運営推進会議に市担当者が出席しており、
事業所の運営状況を報告をしているほか、施
設長が市の介護長寿課を定期的に訪問し、介
護保険についての疑問点を相談したり、要介
護更新認定の情報を得たりしている。
　施設長は那珂市日常生活圏地域高齢者ネッ
トワーク会議に参加するなど、良好な関係作
りに努めている。

　契約時に利用者や家族等に身体拘束は行わないこ
とを説明するとともに、緊急時やむを得ず身体拘束
行う場合に備え、同意書や経過観察記録等の書類を
整備している。
　玄関は夜間を除き施錠をしておらず、利用者の散
歩時には職員が見守りをしながら付き添っている。
　身体拘束排除に関する内部研修を実施して、身体
拘束をしない介護に努めているが、日々の介護の中
で生じた身体拘束に関する疑問について、検討する
機会を設けるまでには至っていない。

　日々の介護の中で
生じた、身体拘束に
関する疑問等を検討
する機会を設けるこ
とを期待する。
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4 社会福祉法人茨城県社会福祉協議会

自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

外　部　評　価

○契約に関する説明と納得

　契約の締結、解約又は改定等の
際は、利用者や家族等の不安や疑
問点を尋ね、十分な説明を行い理
解・納得を図っている

○運営に関する利用者、家族等意
見の反映

　利用者や家族等が意見、要望を
管理者や職員並びに外部者へ表せ
る機会を設け、それらを運営に反
映させている

○運営に関する職員意見の反映

　代表者や管理者は、運営に関す
る職員の意見や提案を聞く機会を
設け、反映させている

○就業環境の整備

　代表者は、管理者や職員個々の
努力や実績、勤務状況を把握し、
給与水準、労働時間、やりがいな
ど、各自が向上心を持って働ける
よう職場環境・条件の整備に努め
ている

功労者表彰・永年勤続者表彰制度があり
実績により表彰しています。介護福祉
士、社会福祉士、介護支援専門員等へ
パートの方でも資格手当を支給、又、試
験会場への交通費を支給しています。

サービスを利用するに当たっての十分な
説明と同時に、その時点で利用者・御家
族が抱えている不安や希望等を伺い、事
業所が提供できるサービスの範囲をご家
族に伝え、納得した上で契約を行ってい
ます。

毎月1回生活懇談会を開催し、利用者に
意見・不満が言える機会を設け、随時対
応しながら運営に反映させています。年
に1回の家族交流会では、職員との交流
を通して意見・不満・苦情を述べる機会
を作っていますが、直接言い難い事もあ
るためアンケートにて要望等を伺ってい
ます。

月に1回のスタッフ会議の中で、意見や
提案を聞く機会を設けていますが、直接
的な意見や提案を聞く事が多くサービス
運営に反映させています。毎年2月に全
職員と面接を行い意見を聞く機会を設け
ています。

11 7
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　利用者からは毎月利用者と職員で実施して
いる生活懇談会時に、家族等からは運営推進
会議の出席時や面会時に意見や要望を聴いて
いる。
　年１回無記名のアンケートを実施して家族
等の思いを汲みあげ、職員会議で検討して運
営に反映させるよう努めているが、アンケー
ト結果を家族等に報告するには至っていな
い。

　アンケート結果を
広報誌等で家族等に
報告し、より多くの
意見や要望を得られ
ることを期待する。

　管理者は毎月の職員会議や日々の会話の中
から、職員の意見や要望を聞くよう努めると
ともに、事業所では毎年全職員の個人面談を
実施して意見を聞く機会を設けている。
　職員の要望を受けて看護師による「利用者
の緊急時対応」についての勉強会を実施して
いる。
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5 社会福祉法人茨城県社会福祉協議会

自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

外　部　評　価

○職員を育てる取組み

　代表者は、管理者や職員一人ひ
とりのケアの実際と力量を把握
し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニン
グしていくことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

　代表者は、管理者や職員が同業
者と交流する機会をつくり、ネッ
トワークづくりや勉強会、相互訪
問等の活動を通じて、サービスの
質を向上させていく取組みをして
いる

Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

○初期に築く本人との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階
で、本人が困っていること、不安
なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための
関係づくりに努めている

○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階
で、家族等が困っていること、不
安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている

○初期対応の見極めと支援

　サービスの利用を開始する段階
で、本人と家族等が「その時」ま
ず必要としている支援を見極め、
他のサービス利用も含めた対応に
努めている

サービスを利用する前の面会時に、現在困っ
ている事や希望などを本人から伺いながら関
係を築けるよう努めている。また、何気ない
会話から、普段口に出せないような悩みや不
安に気付き把握することもあるので、個々に
親身になっての傾聴を心掛けています。

くもん学習療法（H22.9～）を開始後
も、すでに取り組んでいる施設を見学し
て、職員の方から情報をとるなど刺激を
受ける機会をとっている。県老施協の管
理者や、施設の介護リーダーが集う勉強
会に参加して意見交換、交流をしてい
る。

今後、どのようなサービスを望み提供してい
くのかという相談の中で、御家族がサービス
の利用を希望するに至った経緯を伺いなが
ら、不安や負担の軽減を図れるよう対応を
行っています。サービス利用開始時には、御
家族か相談しやすい環境になるような体制を
とっています。

初回相談の際に、小規模多機能型居宅介
護サービスの機能を十分に説明し、利用
者・ご家族の希望に合わせて福祉用具レ
ンタルや訪問看護等他のサービスも含め
た説明をし、対応しています。

管理者は職員が必要とする研修をそのつ
どレベルに合わせて選択し受講させるよ
うにしています。職員として必要な知
識・技術を法人内の年間計画に沿って勉
強会を開催し参加させています。
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6 社会福祉法人茨城県社会福祉協議会

自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

外　部　評　価

○本人と共に過ごし支え合う関係

　職員は、本人を介護される一方
の立場に置かず、暮らしを共にす
る者同士の関係を築いている

○本人と共に支え合う家族との関
係

　職員は、家族を支援される一方
の立場に置かず、本人と家族の絆
を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

○馴染みの人や場との関係継続の
支援

　本人がこれまで大切にしてきた
馴染みの人や場所との関係が途切
れないよう、支援に努めている

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握し、一
人ひとりが孤立せずに利用者同士
が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

○関係を断ち切らない取組み

　サービス利用（契約）が終了し
ても、これまでの関係性を大切に
しながら、必要に応じて本人・家
族の経過をフォローし、相談や支
援に努めている

食事やお茶の時間に、気の合う親しい利
用者同士を隣りの席にする配慮をした
り、自由にお互いの部屋に訪問したり
と、交流している関係を継続出来るよう
大切にしています。新規や孤立しがちな
利用者には、職員が入りレクリエーショ
ンなど関わるきっかけが持てるよう心掛
けています。

現在の状況としては、サービス利用が終
了した場合、次の事業所に引き継いでい
るケースが多いが、長期入院で再びサー
ビスを利用したいという御家族の要望に
は、再利用出来るよう配慮している。

職員と家族との交流がなかなか取れない事も
あり、グループホームと合同で「家族交流
会」を企画し開催しています。交流会の中で
職員と家族が一緒に食事をしたり、御家族か
らの利用についての意見を伺ったりしていま
す。大掃除では、職員と家族が意見や知恵を
出し協力する事で、関係を深めています。

普段の生活において利用者から経験豊富
な知識や技術を学ばせて頂くことが多
く、意見を尊重し傾聴するよう心掛けて
います。お茶の時間等に利用者と職員が
同じテーブルでお茶を飲みながら、話を
伺うこともあります。

施設へ利用者の親しい友人や近所の馴染
みの方が面会に来られる事もあるため、
関係が途切れないような雰囲気を作りと
職員の対応に注意するとともに、馴染み
の場所にも出掛けるなど実施していま
す。。本人が、馴染みの方へ連絡したい
という希望があれば電話で連絡が取れる
ように支援しています。
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21

22

19

20 8

　入居時のアセスメントや家族等から聴いて、利用者の
馴染みの交友関係や場所を把握するよう努めている。
　利用者の職場の友人が訪問した際に、職員は温かく迎
えている。
　利用者の墓参り等の要望に家族等の協力を得て出かけ
るなど、これまでの関係等が継続できるよう支援してい
る。
　長年愛読した新聞を継続して読めるように手配した
り、利用者から「馴染みの人に連絡して欲しい」旨の要
望があった際には電話等で連絡するなど、関係が途切れ
ないように努めている。
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Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

○思いや意向の把握

　一人ひとりの思いや暮らし方の
希望、意向の把握に努めている。
困難な場合は、本人本位に検討し
ている。

○これまでの暮らしの把握

　一人ひとりの生活歴や馴染みの
暮らし方、生活環境、これまでの
サービス利用の経過等の把握に努
めている

○暮らしの現状の把握

　一人ひとりの一日の過ごし方、
心身状態、有する力等の現状の把
握に努めている

○チームでつくる介護計画とモニ
タリング

　本人がより良く暮らすための課
題とケアのあり方について、本
人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディア
を反映し、現状に即した介護計画
を作成している

時間帯により気分や感情の起伏が激しい利用
者もいるため、一人ひとりの生活リズムを把
握するためにも一日の様子を記録し、その人
らしい暮らしが出来るよう職員全体で支援し
ています。通所の利用者の場合、御家族に自
宅での様子を伺うなど、細やかな対応が出来
るよう配慮しています。1人暮らしの利用者
の場合、訪問や電話での安否確認などで臨機
応変に対応している。

アセスメントの他に本人からの要望があ
れば、その都度話を聞き、出来限り意向
に沿った暮らしが出来るよう努めていま
す。困難な場合は、御家族からどういっ
た生活スタイルがよいのか昔の話を伺う
などして把握に努めています。

サービスを利用する前に、本人と面会し
てこれまで及び現在の暮らしについての
話を聞いたり、サービス利用の経過に関
しては、他事業所や病院等からの情報提
供で知ることも多いが、足りない部分は
御家族に直接話を伺っている。

現在の状態について普段の会話の中や普
段の生活の様子からケアの方向性を見出
し、職員間での検討や本人と家族との相
談内容を反映しながら作成しています。

23 9
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　職員は利用者の基本情報から生活歴や思い
を把握するとともに、日々の生活の中で仕草
やつぶやきから思いを推し測ったり、毎月の
生活懇談会を通じて意向の把握に努めたりし
ている。
　利用者の表情や仕草などに変化を感じた場
合には、申し送りノートに記載するととも
に、職員で話し合って情報を共有するように
努めている。

　介護計画は利用者や家族等の意向や医師の
助言を取り入れるとともに、支援経過記録を
基に課題を把握し、職員で話し合って計画作
成担当者が作成している。
　６ヶ月毎にモニタリングを実施して短期目
標は６ヶ月、長期目標は１年に設定するとと
もに、利用者の心身の状態に変化が生じた場
合には、随時モニタリングを実施して介護計
画の見直しをしている。

25

26 10
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○個別の記録と実践への反映

　日々の様子やケアの実践・結
果、気づきや工夫を個別記録に記
入し、職員間で情報を共有しなが
ら実践や介護計画の見直しに活か
している

○一人ひとりを支えるための事業
所の多機能化

　本人や家族の状況、その時々に
生まれるニーズに対応して、既存
のサービスに捉われない、柔軟な
支援やサービスの多機能化に取り
組んでいる

○地域資源との協働

　一人ひとりの暮らしを支えてい
る地域資源を把握し、本人が心身
の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう
支援している

○かかりつけ医の受診支援

　受診は、本人及び家族等の希望
を大切にし、納得が得られたかか
りつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるよ
うに支援している

○看護職員との協働

　介護職員は、日常の関わりの中
でとらえた情報や気づきを、職場
内の看護職員や訪問看護師等に伝
えて相談し、個々の利用者が適切
な受診や看護を受けられるように
支援している

行事等で社協のボランティアに来ても
たって催し物をして頂いたり、市の主催
する催しを聞きに行ったりして楽しむ機
会を作っています。

本人や御家族に相談して納得や了解が得られ
た場合、本人の病状や健康状態を考慮しなが
らかかりつけ医への受診支援を実施し、関係
を築いている。御家族の付添が難しい場合
は、通院介助・送迎を行い、定期的に適切な
治療が継続して受けられるよう支援してい
る。

体調の変化等が利用者にみられた場合な
ど、常日頃から関わっている施設の看護
職員に相談したり指示を仰いだりして、
利用者の健康管理を十分に協働しながら
支援しています。

30 11
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昼夜における利用者お言動や変化は細かく記
録に記入し、全ての職員の間で情報を共有し
ケアを行っています。場合により、職員同士
その場でケアについて検討したり介護計画に
取り入れたりと、統一したケアが出来るよう
に反映させています。

在宅で介護している御家族が急に体調を崩し
て症状が回復するまでの間や、独居で食事作
の手間を減らしたいという利用者に対して配
食サービスを提供したり、仕事の都合で利用
時間を長くしたいといった御家族の希望等、
状況に応じた対応をしています。

　利用者や家族等が長年信頼関係を築いてきた個々
のかかりつけ医への受診を支援しているほか、月１
回協力医療機関への定期受診を支援している。
　かかりつけ医への受診は家族等の付き添いを原則
としているが、家族等が付き添えない場合には職員
が同行し、結果を電話で家族等に報告している。
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○入退院時の医療機関との協働

　利用者が入院した際、安心して
治療できるように、また、できる
だけ早期に退院できるように、病
院関係者との情報交換や相談に努
めている。又は、そうした場合に
備えて病院関係者との関係づくり
を行っている。

○重度化や終末期に向けた方針の
共有と支援

　重度化した場合や終末期のあり
方について、早い段階から本人・
家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しなが
ら方針を共有し、地域の関係者と
共にチームで支援に取り組んでい
る

○急変や事故発生時の備え

　利用者の急変や事故発生時に備
えて、全ての職員は応急手当や初
期対応の訓練を定期的に行い、実
践力を身に付けている

○災害対策

　火災や地震、水害等の災害時
に、昼夜を問わず利用者が避難で
きる方法を全職員が身につけると
ともに、地域との協力体制を築い
ている

平成26年度は消防訓練を9回実施。(1月
時点)
・夜間建物火災想定：6回
・夜間建物火災想定(消防署立会)：2回
・地震想定避難訓練(地域協力)：1回
・携帯メール配信：1回
　→今年度は、傾聴ボランティアを対象
に、避難誘導の協力依頼を実施
　

早期退院に向けて、再び施設に戻り生活
出来るよう、病院のソーシャルワーカー
との情報交換や相談を行っている。ま
た、面会されている御家族から利用者の
状況を伺い退院に向けての調整や話し合
いも行っている。

「重度化対応及び終末期対応における指
針」を契約時に利用者と家族等に説明し
て意向を確認し同意を得ている。

外部研修で随時学ぶほか、内部の勉強会
（年間計画にて緊急時の対応、応急手
当、感染対策等）では、外部機関に依頼
してAEDの使い方を学んだり、研修で学
んだ職員が中心となって、全職員を対象
に勉強会を開催したりと、施設での対応
方法を実践しながら学んでいます。
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　夜間想定や地震想定など、さまざまな想定
をした避難訓練を毎月実施している。
　地震想定の避難訓練では、地域住民や傾聴
ボランティアの参加を得ている。
　災害に備え、水や米、レトルト食品のほ
か、毛布や発電機を備蓄し、期限や数量を記
入した備蓄品リストを作成して管理してい
る。

　「重要事項説明書」や「重度化及び終末期
対応における同意書」で重度化してしまった
時の対応や、終末期における事業所の方針を
明文化し、利用者や家族等には契約時に説明
をして同意を得ている。
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Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

○一人ひとりの人格の尊重とプラ
イバシーの確保

　一人ひとりの人格を尊重し、誇
りやプライバシーを損ねない言葉
かけや対応をしている

○利用者の希望の表出や自己決定
の支援

　日常生活の中で本人が思いや希
望を表したり、自己決定できるよ
うに働きかけている

○日々のその人らしい暮らし

　職員側の決まりや都合を優先す
るのではなく、一人ひとりのペー
スを大切にし、その日をどのよう
に過ごしたいか、希望にそって支
援している

○身だしなみやおしゃれの支援

　その人らしい身だしなみやお
しゃれができるように支援してい
る

理容に関しては近所の美容院に出張して
もらい、カット・カラー・パーマなど希
望の髪型になるよう支援している。ま
た、買い物で衣類を買うなどの支援も実
施しており、本人が好みの衣類を選んで
購入する機会を設けている。
入浴の際は、ご自身で好みの着替え用意
していただくようにし、難しい方は一緒
に好む服を選べるよう支援している。

日々の暮らし方は、食事・お茶の時間は
生活の流れとして決めていますが、それ
以外のレクや行事等は不活発にならない
ようにしながら本人のペースで参加・見
学して頂き、本人のペースを大切にして
いる。

日々の関わりの中でお話をじっくりと聞
き、一人一人の思いをくみ取るようにし
て、個性を大切にしている。尊厳や尊敬
の気持ちを忘れないよう言葉かけと対応
を行っている。宿泊している利用者の居
室に職員が入室する際や、通所で持参す
るカバンからの連絡帳の出し入れをする
場合も、一言お断りするなどプライバ
シーに細心の配慮をしている。

月１回の生活懇談会で日常生活で困って
いる事や、行事などの要望事項を聞く機
会を設けている。旅行やレク、買い物外
出等、行事への参加や日々の入浴などは
本人に決めて頂くよう心掛けています。
一人での意志決定が難しい方に対して
は、選択肢を提示して出来る限り本人の
希望に沿いながら支援している。
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　職員は利用者一人ひとりの人格を尊重し、
特に入浴や排泄支援時にはさり気ない言葉か
けや利用者の尊厳を大切にするとともに、プ
ライバシーを損ねない対応に努めている。
　契約書等の個人情報に関する書類は、事務
室の鍵のかかる書棚に保管し、取り扱いには
十分留意している。
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○食事を楽しむことのできる支援

　食事が楽しみなものになるよ
う、一人ひとりの好みや力を活か
しながら、利用者と職員が一緒に
準備や食事、片付けをしている

○栄養摂取や水分確保の支援

　食べる量や栄養バランス、水分
量が一日を通じて確保できるよ
う、一人ひとりの状態や力、習慣
に応じた支援をしている

○口腔内の清潔保持

　口の中の汚れや臭いが生じない
よう、毎食後、一人ひとりの口腔
状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている

○排泄の自立支援

　排泄の失敗やおむつの使用を減
らし、一人ひとりの力や排泄のパ
ターン、習慣を活かして、トイレ
での排泄や排泄の自立に向けた支
援を行っている

毎食、一人の職員が利用者と一緒に食事をし
て料理の感想を聞いたり、お話をしながら楽
しい食事を心掛けている。また、食事準備で
野菜の皮むきや味付け、盛り付け等調理を手
伝って頂いたり、後片付け時には食器拭きを
お願いしたりしている。昔馴染みや季節の料
理などは、利用者の知恵を生かしながら一緒
に作る事もある。たまに、「外食」に出掛け
て、普段食べれないお寿司などを召し上がる
行事も行っている。

毎食毎に食事量を記録することで一日の栄養
摂取量を把握しており、摂取量に応じて栄養
補助食品を摂取して頂くなど一人ひとりに合
わせた対応をしている。糖分制限のある方に
は、ごはんを100gにしたりおやつ時に甘い飲
み物を控える等の制限をしたり、塩分制限が
ある場合は、味噌汁の回数を減らすなど必要
なエネルギーを摂取できるよう配慮してい
る。水分量については１日の水分摂取量を記
録し、脱水などに注意を払っている。夏場は
寒天などで水分量を補うなど特に注意を払っ
ている。おやつ時は一人一人の希望の飲み物
をお聞きして、好みの飲料を提供いている。

毎食後、口腔ケアを行っている。自立度
の高い方には声かけ・誘導をし、入歯の
方は極力外して磨いて頂き、介助が必要
な方にはその方に合った口腔ケアを実施
しています。必要に応じて訪問の歯科医
師による治療と指導を受け、口腔内の清
潔が保持出来るよう努めている。

オムツを使用している方でも、紙パンツや
パットを濡らさないよう、声かけ・誘導の間
隔を短くし、トイレで排泄を行って頂き、出
来るだけ適切な場所で排泄出来るように努め
ている。排泄パターンを把握するために、必
要な方に対し排泄チェック表をつけ失禁対策
を行っている。また、歩行に不安のある方は
居室にポータブルトイレを設置して夜間の排
泄を支援している。

43 16

40 15

41

42

　職員は排泄チェック表を活用し、利用者一
人ひとりの排泄パターンを把握するととも
に、個人に合わせたトイレ誘導や夜間は居室
にポータブルトイレを配置するなど、排泄の
自立に向けた支援をしている。

　宅配業者からカロリー計算がされた食材が届き、
利用者の嚥下能力に合わせて専任の調理師が調理を
している。
　職員は利用者と同じテーブルに着いて食事介助を
しながら見守り、一部の職員が利用者と同じ食事を
摂っている。
　利用者は出来る範囲内で、調理の盛り付けや食器
拭きなどの役割を担っている。
　遠足などの外出時に、寿司や天麩羅などの外食も
楽しんでいるほか、誕生日には利用者の希望で職員
の手作りプリンや饅頭を提供している。



☆この評価は、受審事業所が自主的なサービス改善を行う努力を支援するための評価であり、調査当日の事業所の状況や提出された書類に基づいて評価したものです。

12 社会福祉法人茨城県社会福祉協議会

自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

外　部　評　価

○便秘の予防と対応

　便秘の原因や及ぼす影響を理解
し、飲食物の工夫や運動への働き
かけ等、個々に応じた予防に取り
組んでいる

○入浴を楽しむことができる支援

　一人ひとりの希望やタイミング
に合わせて入浴を楽しめるよう
に、職員の都合で曜日や時間帯を
決めてしまわずに、個々に応じた
入浴の支援をしている

○安眠や休息の支援

　一人ひとりの生活習慣やその
時々の状況に応じて、休息した
り、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している

○服薬支援

　一人ひとりが使用している薬の
目的や副作用、用法や用量につい
て理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

○役割、楽しみごとの支援

　張り合いや喜びのある日々を過
ごせるように、一人ひとりの生活
歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援を
している

水分は一日1000ccを目安に摂取し、便秘の方
や心配な方には水分を多く摂って頂くように
している。利用者の好みに合わせて乳製品や
乳酸菌飲料を積極的に飲んで頂き排便を促し
ている。また、排便記録を付けて便秘の状態
を把握できるようにしており、３日以上排便
のない方は便秘解消の対応をしている。

入浴の回数は、利用日に合わせて本人と御家族と
相談しながら決めています。時間帯も決定せず
に、本人の希望に合わせて入浴出来るよう声かけ
しています。入浴時間は、その時々の体調に合わ
せて長湯にならない範囲で本人のペースに合わ
せ、入浴剤を入れて乾燥肌対策や香りを楽しみな
がら入浴してただいています。また、浴室へは一
人で入る環境なので、ゆっくりとプライベートな
時間を楽しめるようになっている。

日中の休息は個人差があり、本人の体力や年齢に
合わせて昼食後に休息して頂けるよう、ホール内
に和室やベットを設けて気軽に横になって休める
環境を整えています。就寝に関しては、PM7時か
らPM9時の間に居室へ入室して就寝して頂いてい
ますが、眠れない時などには飲み物を提供するな
ど、リラックス出来るようにしている。

服薬情報を一冊のファイルにし確認し、一人ひと
りの服薬内容を職員各自が確認できるようにして
おり、内服の飲み忘れがないよう注意を払ってい
る。下剤等の便秘薬については、看護職員と相談
の上、便の状態により服薬を中止するなど臨機応
変に対応している。症状の経過等については、
ミーティング時に報告し次の病院受診時Drに報告
している。
また、独居の通所利用者で服薬管理できない方に
ついて、通所日以外の日の服薬は訪問してお薬を
飲んでいただくよう支援している。

認知症の予防・改善だけでなく、日々の日課
の一つとして「くもん学習療法」に取り組ん
でいただいています。利用者一人ひとりの好
みに合わせて、食事の準備や食後の食器拭き
や裁縫といった趣味や得意なことを活かし、
日々の張り合いに繋げています。

17

46

44

47

48

45

　入浴は週３回を基本とし、利用者の希望があれば毎日
でも好きな時間帯で入浴が出来るよう支援するととも
に、利用者の状態に応じて足浴や清拭などに変更してい
る。
　入浴を嫌がる利用者には無理強いをせず、担当者や時
間帯を変えて声かけを行い、入浴が出来るよう支援して
いる。
　菖蒲湯や柚子湯などで季節感を取り入れたり、入浴剤
を替えるなど、入浴が楽しみなものとなるよう支援して
いる。
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自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

外　部　評　価

○日常的な外出支援

　一人ひとりのその日の希望に
そって、戸外に出かけられるよう
支援に努めている。また、普段は
行けないような場所でも、本人の
希望を把握し、家族や地域の人々
と協力しながら出かけられるよう
に支援している

○お金の所持や使うことの支援

　職員は、本人がお金を持つこと
の大切さを理解しており、一人ひ
とりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援して
いる

○電話や手紙の支援

　家族や大切な人に本人自らが電
話をしたり、手紙のやり取りがで
きるように支援をしている

○居心地のよい共用空間づくり

　共用の空間（玄関、廊下、居
間、台所、食堂、浴室、トイレ
等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、
色、広さ、温度など）がないよう
に配慮し、生活感や季節感を採り
入れて、居心地よく過ごせるよう
な工夫をしている

御家族やご友人への電話は、本人の要望
に応じて電話が出来るよう支援していま
す。手紙については、本人に代わってポ
ストへ投函しやり取りが出来るよう支援
している。

利用者のみでなく面会に来所される方な
ど、誰もが居心地良く過ごせるような清
潔感のある共有空間づくりに配慮してい
ます。ご家族様が写した山の写真を掲示
したり、季節に合わせてレクで作成した
作品を飾り付けしたり、職員や利用者が
活けた花などを飾るようにしている。

買い物外出の際に、可能な方にはお預か
りしているお金をお渡しし、レジでの支
払いが出来るように支援している。

天気の良い日や季節に合わせて散歩に出
掛けています。冬は、敷地隣りの池に白
鳥や鴨などの渡り鳥が飛来するのでエサ
をあげに出掛けたり、春は桜の花が敷地
周囲に咲くなど環境もよいので時間を見
つけて外出して気分転換を心掛けていま
す。冬の時期を除いて月に1度近所の
スーパーへ買い物に出掛けられるよう支
援している。

51

52 19

49 18

50

　職員は利用者の体調に配慮しながら、一緒
に近隣のふれ合いの杜公園等に散歩に出かけ
ている。
　利用者の希望を優先した年間外出計画を立
て、職員は事前に下見などをして、同一法人
のバスで牛久大仏への遠足や一乗院への初
詣、偕楽園の観梅、近隣へ苺狩りに出かけて
いる。
　利用者は自家菜園で胡瓜やミニトマト等の
野菜の手入れや収穫を楽しみ、穫れた野菜は
食卓を賑すこともある。

　南西に面した居間兼食堂は温度や湿度の管
理がされており、快適な空間となっていると
ともに、小上がりの付いた和室が設置されて
おり、利用者と職員で制作した貼り絵が飾ら
れ、利用者同士が寛げる場所になっている。
　居間兼食堂には利用者と職員が生けた生け
花を飾っており、廊下の側壁には利用者の家
族が写した山の写真や、利用者が制作した作
品が掲示されているほか、玄関には靴の履き
替え時に使用する椅子を設置しており、利用
者同士の語らいの場になっている。
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自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

外　部　評　価

○共用空間における一人ひとりの
居場所づくり

　共用空間の中で、独りになれた
り、気の合った利用者同士で思い
思いに過ごせるような居場所の工
夫をしている

○居心地よく過ごせる居室の配慮

　居室あるいは泊まりの部屋は、
本人や家族と相談しながら、使い
慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるよ
うな工夫をしている

○一人ひとりの力を活かした安全
な環境づくり

　建物内部は一人ひとりの「でき
ること」や「わかること」を活か
して、安全かつできるだけ自立し
た生活が送れるように工夫してい
る

木造の建物で家庭に近い造りになってい
て、車イス対応でバリアフリーになって
いるため、杖歩行や歩行器での移動など
が安全に出来る環境にもなっている。自
立支援を目指し「見守り・寄り添う」こ
とで、生活機能を低下させないよう努め
ている。

泊まりの方には必要であれば自宅で使用
していた馴染みの物を持ち込んで頂き、
御家族の写真を飾ったり、テレビや家具
で自室でくつろいだりと、居心地のよい
空間づくりに努めている。行事の案内や
食事メニューを掲示して生活のリズムを
作れるよう配慮してる。

食堂や談話室（相談室）は南側に面して
いて日当たりが良いので、時々窓際に座
り日向ぼっこをしたり、ソファでゆった
り休まれたりと、一人ひとりの心身に合
わせて過ごせるよう配慮うしています。
昼食後は和室で昼寝が出来るように布団
も用意している。宿泊利用の場合、全室
個室なので、居室で一人自由に過ごされ
たり気の合う方同士で居室を行き来され
てる。

55

53

54 20

　居室にはエアコンやベッド、クローゼッ
ト、カーテン、カレンダーを備え付けてい
る。
　利用者はテレビやラジオ、空気清浄機等の
電化製品、時計、仏壇、位牌、家族の写真、
箪笥、ドレッサーなど自宅で使い慣れた物品
や思い出の品を持ち込み、居心地よく暮らせ
る場所になっている。
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Ⅴ　アウトカム項目

1,ほぼ全ての利用者の

○ 2,利用者の2/3くらいの

3,利用者の1/3くらいの

4,ほとんど掴んでいない

○ 1,毎日ある

2,数日に１回程度ある

3,たまにある

4,ほとんどない

1,ほぼ全ての利用者が

○ 2,利用者の2/3くらいが

3,利用者の1/3くらいが

4,ほとんどいない

○ 1,ほぼ全ての利用者が

2,利用者の2/3くらいが

3,利用者の1/3くらいが

4,ほとんどいない

1,ほぼ全ての利用者が

○ 2,利用者の2/3くらいが

3,利用者の1/3くらいが

4,ほとんどいない

○ 1,ほぼ全ての利用者が

2,利用者の2/3くらいが

3,利用者の1/3くらいが

4,ほとんどいない

○ 1,ほぼ全ての利用者が

2,利用者の2/3くらいが

3,利用者の1/3くらいが

4,ほとんどいない

○ 1,ほぼ全ての家族と

2,家族の2/3くらいと

3,家族の1/3くらいと

4,ほとんどできていない

56

57

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面がある。
（参考項目：18,38）

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：49）

58

59

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとした表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

62

63

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている。
（参考項目：9,10,19）
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1,ほぼ毎日のように

2,数日に１回程度ある

○ 3,たまに

4,ほとんどない

1,大いに増えている

2,少しずつ増えている

○ 3,あまり増えていない

4,全くいない

○ 1,ほぼ全ての職員が

2,職員の2/3くらいが

3,職員の1/3くらいが

4,ほとんどいない

○ 1,ほぼ全ての利用者が

2,利用者の2/3くらいが

3,利用者の1/3くらいが

4,ほとんどいない

○ 1,ほぼ全ての家族等が

2,家族等の2/3くらいが

3,家族等の1/3くらいが

4,ほとんどいない

68

66

67

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスにおおむね満足していると思う。

64

65

通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、事業所の
理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）



（様式４）

事業所名　ゆたかな郷　　　 

作成日　 平成２７年８月１日

【目標達成計画】

優
先
順
位

項
目
番
号

現状における
問題点、課題

目　　標
目標達成に向けた
具体的な取組み内容

目標達成に
要する期間

1 5

身体拘束をしない介護に
努めているが、日々の介
護の中で生じた身体拘束
に関する疑問について、
検討する機会を設けてい
ない。

身体拘束について、
再
度知識と理解を高め
ながら適切なケアが
出来るようになる。

月に一度のスタッフ会議
で、
施設内勉強会という形を取
りながら、実際に利用して
いる方に似た事例を用い
て、グループ検討・発表を
する

3ヶ月

2 6

年に一度、家族交流会に
てアンケートを実施し、
スタッフ間で検討しなが
ら運営に反映している
が、アンケート結果を家
族等に報告していない。

家族からの意見や要
望
をより多く得るきっ
かけとなるよう、情
報を開示し運営に反
映する。

今年度は11月に家族交流会
を
予定しており、実施後にア
ンケートを集約して、その
結果を来年１月発行の広報
誌に掲載する。

6か月

3

4

5

注１）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注２）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

　　目　標　達　成　計　画
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